
令和５年JGAP畜産認証取得経営体へのアンケート調査
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１ 調査概要

① 調査内容

GAP認証を取得するきっかけや、取得した場合に具体的にどの
ような効果があったかについて実態把握を行った。

② 調査方法

調査対象：令和５年度にJGAP畜産認証を取得していた経営体
（217経営体）

調査時期：令和６年２月～３月
調査方法：農林水産省が（一財）日本GAP協会を通じて、googleフ

ォームにより調査
回答数：５９農場（７１経営体）（回答率３３％）

③ 調査項目
✓GAPに取り組んだきっかけ（理由）とその効果
✓GAP導入による変化（経営改善効果）
✓今後のGAP取組方針について（認証取得、認証表示） 等
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２ 令和５年JGAP認証取得経営体へのアンケート調査結果

（１）回答のあった経営体の概要

２

回答があった71経営体のうち、従業員数は10名以上～50名未満が66％で最も多い。
また、GAP認証取得経営体のうち31％の農場で外国人実習生が従事している。

12経営体
17%

47経営体
66%

8経営体
11%

4経営体
6%

【従業員数】

10名未満

10名以上～50名未満

50名以上～100名未満

100名以上

22経営体
31%

49経営体
69%

【外国人実習生数】

有

無

7経営体

10％
15経営体

21％
13経営体

18％
16経営体

23％
14経営体

20％
6経営体

8％

【回答のあった71経営体の飼養畜種の内訳】

乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏 肉用鶏 その他

※その他は複数の畜種を飼養



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

家畜衛⽣⾯の強化

整理整頓、無駄の解消

労働安全⾯の強化

アニマルウェルフェアの取組強化

⾷品安全⾯の強化

環境保全⾯の強化

農場経営・管理⾯の強化

従業員の快適な労働環境の整備

流通業者・消費者の需要喚起

国内の販路開拓

売上げアップ

海外への販路開拓

その他 取組んだ理由
（期待した効果）

実際の効果

（２）取り組んだきっかけと実際の効果（複数回答可）

「家畜衛生面の強化」で期待した効果及び得られた効果ともに回答率が高かった。

主に農場管理に関する項目においては期待した効果していた以上に効果が得られてい
る傾向がみられた一方、流通への活用に関する項目においては、期待していたほど効
果が得られていない実態が伺えた。

実際の効果で回答率
が高かった項目順

３

期待していたほ
ど効果が得られ
なかった項目

期待していたより
も効果が得られ
た項目

【R5年調査】



27%

38%

17%

28%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

その他

アニマルウェルフェアの取組強化

環境保全⾯の強化

売上げアップ

農場経営・管理⾯の強化

従業員の快適な労働環境の整備

販路開拓

整理整頓、無駄の解消

⾷品安全⾯の強化

労働安全⾯の強化

流通業者・消費者の需要喚起

家畜衛⽣⾯の強化

R1 R2 R3 R4 R5

（３）取り組んだきっかけ（期待した効果）（複数回答可）

４

取り組んだのきっかけのうち「家畜衛生面を強化したい」、「流通業者・消費者の信頼を得
て、求められたい」は5年間を通じて50％以上の回答率があった。「アニマルウェルフェア
の取組を強化したい」「売上アップしたい」では回答率は低いものの、R元年からR5年を比
較するとやや増加傾向にある。

※その他：認証取得で差別化を図るため、学習指導要領への対応 等

R5において回答率
が高かった項目順

【R元年～R５年調査】



58%

21%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

売上げアップ

販路開拓

流通業者・消費者の需要喚起

従業員の快適な労働環境の整備

農場経営・管理⾯の強化

環境保全⾯の強化

⾷品安全⾯の強化

アニマルウェルフェアの取組強化

労働安全⾯の強化

整理整頓、無駄の解消

家畜衛⽣⾯の強化

R1 R2 R3 R4 R5

（４）取り組んだ効果（複数回答可）

５

取り組んだ効果については「家畜衛生面を強化できた」、「整理整頓ができ、無駄がなくな
った」「労働安全面が強化できた」で5年間を通じて50％以上の回答率があった。また、「ア
ニマルウェルフェアへの取組が強化できた」において、令和元年で21%と回答率が低かっ
たが、令和5年では58％と半数以上の回答であった。
「国内外の販路拡大できた」「売上アップした」では毎年回答率が低い傾向にある。

R5において回答率
が高かった項目順

【R元年～R５年調査】



7６

3.8%

14.8%

22.2%

17.9%

25.4%

86.8%

81.5%

76.2%

80.4%

69.0%

9.4%

3.7%

1.6%

1.8%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

R4

R5

売上げ 増加・やや増加 変化なし
やや低下・低下

26.4%

20.4%

19.0%

17.9%

22.5%

71.7%

79.6%

81.0%

82.1%

77.5%

1.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

R4

R5

販路拡⼤ 増加・やや増加 変化なし
やや低下・低下

60.4%

64.8%

46.0%

39.3%

40.8%

39.6%

33.3%

54.0%

60.7%

59.2%

0.0%

1.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

R4

R5

販路先からの信頼 増加・やや増加 変化なし
やや低下・低下

1.9%

5.6%

11.1%

10.7%

12.7%

96.2%

90.7%

87.3%

89.3%

81.7%

1.9%

3.7%

1.6%

0.0%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

R4

R5

販売単価 上昇・やや上昇 変化なし
やや下落・下落

６

（５）GAP導入による変化（経営改善効果）
【販売面の改善】

【R元年～R５年調査】



【生産量・品質面の改善】

７

11.3%

24.1%

33.3%

28.6%

22.5%

86.8%

74.1%

66.7%

69.6%

76.1%

1.9%

1.9%

0.0%

1.8%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

R4

R5

⽣産量 増加・やや増加 変化なし やや低下・低下

20.8%

24.1%

31.7%

51.8%

46.5%

77.4%

75.9%

66.7%

48.2%

53.5%

1.9%

0.0%

1.6%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

R4

R5

品質（等級、規格） 向上・やや向上 変化なし

やや低下・低下

3.8%

5.6%

15.9%

37.5%

19.7%

92.5%

90.7%

84.1%

62.5%

80.3%

3.8%

3.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

R4

R5

クレーム数 減少・やや減少 変化なし 増加・やや増加



【コスト面の改善】

８

5.7%

14.8%

22.2%

48.2%

35.2%

92.5%

85.2%

77.8%

51.8%

64.8%

1.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

R4

R5

無駄な飼料量 減少・やや減少 変化なし 増加・やや増加

7.5%

16.7%

15.9%

12.5%

9.9%

90.6%

81.5%

68.3%

62.5%

64.8%

1.9%

1.9%

15.9%

25.0%

25.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

R4

R5

⽣産コスト 減少・やや減少 変化なし 増加・やや増加

15.1%

18.5%

50.8%

57.1%

46.5%

73.6%

70.4%

41.3%

39.3%

47.9%

11.3%

11.1%

7.9%

3.6%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

R4

R5

作業効率 向上、やや向上 変化なし 低下・やや低下

15.1%

20.4%

31.7%

17.9%

23.9%

75.5%

77.8%

68.3%

82.1%

76.1%

9.4%

1.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

R4

R5

資材の⽋品や在庫
減少・やや減少 変化なし 増加・やや増加



【作業・生産管理の改善】

９

24.5%

25.9%

25.4%

28.6%

39.4%

73.6%

70.4%

74.6%

71.4%

59.2%

1.9%

3.7%

0.0%

0.0%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

R4

R5

農作業事故件数
減少・やや減少 変化なし やや増加・増加

20.8%

31.5%

30.2%

25.0%

19.7%

73.6%

68.5%

69.8%

75.0%

78.9%

5.7%

0.0%

0.0%

0.0%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

R4

R5

⽣産・販売計画の
⽴てやすさ

⽴て易い
・やや⽴て易い

変化
なし

やや⽴てづらい・
⽴てづらい



【従業員管理の改善】

１０

87.7%

84.3%

92.1%

82.1%

74.6%

12.3%

15.7%

7.9%

17.9%

25.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

R4

R5

従業員の責任感及び⾃主性
向上・やや向上 変化なし やや低下・低下

83.0%

77.8%

81.0%

57.1%

62.0%

17.0%

22.2%

19.0%

42.9%

38.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

R2

R3

R4

R5

従業員の意思疎通
向上・やや向上 変化なし やや低下・低下



（６）今後のGAPの取得方針、GAP認証の表示について

今後のＧＡＰ認証取得について更新予定のない経営体はなく、JGAP認証の表示は全体の
７割を占める一方、JGAPロゴマークを使用しているか否かにかかわらず、その認知度の向
上や手続きの簡素化に関して改善を求める声があった。

１１

57経営体

80%

14経営体

20%

個別認証による更新を予定

団体認証による更新を予定

50経営体

70%

14経営体

20%

7経営体

10％

JGAPロゴマークを使用している

JGAPロゴマークを使用していないが今

後使用したい
JGAPロゴマークを使用していない。今

後も使用予定はない。

【JGAP認証の表示（JGAPロゴマークの使用）】【今後のGAPの取組方針】

※アンケートを回収した全71経営体で「更新予定」
と回答。「更新の予定なし」は回答なし。



家族経営のため、事務作業は
増えた。

公的機関として、JGAP事例の

情報発信と構築支援を行うこ
とができた。

少しではあるが導入により全体では成長がみ
られるが、一般消費者の認知度が相変わらず
といった印象。

販売店でJGAPを知ってい
る方がいるとのことから、
販路に関して役立っている
と聞いている。

SDGsに取り組めた。

１２

取得したばかりでまだ実感する結果が
得られていない。

自然災害時においてスムーズに
対応することができた。

取得に関わる諸経費によ
りコストが増加した以外の
変化がない。

生徒への教育効果やGAPに対
する意識向上があった。

（７）生産者等の声

農業教育機関でのGAP認証取組が増加してきたこと、販売面においてGAPの取組が理
解されつつある反面、最近の生産費コスト高の影響を受けている農場も見受けられた。


